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解
答
例
と
配
点

一

（
小
計

点
）

58

問
一
（
６
点
）

藤
づ
る
を
切
っ
て
定
次
を
が
け
下
に
落
と
し
た
。

問
二
（

点
）

父
が
滝
か
ら
落
ち
た
こ
と
に
無
関
心
な
周
囲
の
流
刑
人
た
ち
の
態
度
か
ら
、
こ
の
山
に
自
分
た
ち
の
味
方
が
い
な
い
気
が
し
た
た
め
、

12

自
分
が
一
人
前
に
な
っ
て
父
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
か
ら
。

問
三
（

点
）

（
８
点
）

右
門
と
治
助

今
の
山
で
の
気
楽
な
生
活
を
守
る
た
め
に
、
定
次
の
や
き
も
の
づ
く
り
を
邪
魔
を
し
よ
う
と
い
う
意
図
。

16

（
８
点
）

定
次

右
門
と
治
助
に
じ
ゃ
ま
を
さ
れ
て
も
、
絶
対
に
負
け
ず
、
発
見
し
た
石
は
陶
石
だ
と
主
張
し
よ
う
と
い
う
意
図
。

問
四
（

点
）

権
左
衛
門
が
治
助
自
身
の
「
火
山
地
方
に
は
長
石
が
多
い
」
と
い
う
主
張
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
九
谷
が
火
山
脈
に
あ
る
谷
で
あ
る
こ

12

と
を
述
べ
、
今
回
発
見
し
た
石
が
や
き
も
の
の
石
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
論
理
的
に
指
摘
し
た
か
ら
。

問
五
（

点
）

右
門
は
右
手
を
見
て
好
き
な
絵
の
道
で
生
き
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
一
方
で
、
自
分
と
は
違
い
、
自
ら
の
技
術
を
活

12

か
し
て
生
き
る
定
次
の
こ
と
を
憎
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
気
持
ち

二

（
小
計

点
）

32

問
一
（

点
）

多
く
の
人
は
、
魚
を
エ
サ
と
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
を
問
題
視
す
る
が
、
ワ
カ
サ
ギ
や
ア
ユ
の
エ
サ
と
な
る
、
ミ
ジ
ン
コ
や
水
生
昆
虫
、

10

付
着
藻
類
な
ど
を
軽
視
し
て
い
る
た
め

問
二
（

点
）

「
一
〇
〇
万
匹
の
天
然
ア
ユ
を
呼
び
戻
す
」
こ
と
は
、
川
ご
と
に
生
息
で
き
る
ア
ユ
の
数
が
異
な
る
た
め
、
川
の
中
の
生
態
系
を
乱
す

12

と
い
う
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ら
に
陸
上
の
生
態
系
に
ま
で
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
。

問
三
（

点
）

利
益
を
得
る
た
め
に
ワ
カ
サ
ギ
や
ア
ユ
を
川
に
放
流
し
、
そ
の
放
流
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
い
考
え
方
。

10

三

（
小
計

点
）

10

本
位

盟
約

刻
限

夕
映
（
え
）

至
急

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

※

は
送
り
仮
名
の
「
え
」
が
あ
っ
て
も
減
点
し
な
い
。

(4)

問
題
本
文
は
、
著
作
権
の
関
係
で
本
日
は
配
布
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
出
典
は
次
の
通
り
で
す
。

一

小
納
弘
『
五
色
の
九
谷
』

二

花
里
孝
幸
『
生
態
系
は
誰
の
た
め
？
』


